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本研究では、既に209Bi + 70Zn  278113 + n 反応を２例観測し、その存在を明らかにしているZ=1
13新元素の第３番目の事象を観測し、その生成断面積を精度よく決定すると共に、新元素の命名権を確

実なものとすることを大きな目標としている。本年１月から３ヶ月間、計１７００時間これまでの総D
OSE数の約３０％の照射実験を行い、第３番目の事象は観測されなかったものの、生成断面積の精度を

向上させた。今後、ビームを増強し、さらなる挑戦を続ける予定である。 
また、元素１１３の第３番目の観測と新元素１１４の探索を目指して、本特別推進研究による実験装

置の開発が進められている。すなわち、（１）線型加速器の重イオン源とＲＦＱライナック間のビーム

ライン改造、（２）大強度化されるビームに対応する回転標的の開発、が最初の２年間の予算を投じて

実施されている。それぞれ、主要部品が既に納入され、今後組み立て、調整が進められる予定である。

いずれもが実装されるとビーム強度が２－３倍に増強される。 
一方、超重元素化学研究のためには、超重元素の大量生成が不可欠である。そのため、新しいターゲ

ットの購入と化学研究に適した実験装置の整備が進められている。初年度の予算の多くの部分が、Z=1
04領域を例にとると、超重元素生成率を１００倍近く増大させる効果がある248Cmターゲットの購入に

充てられた。一方、超重元素を効率よく分離収集するため、現存の気体充填型反跳分離器（GARIS）の

改良新型超重元素化学用分離器(GARIS-Ⅱ)の建設が進められており、ビーム強度、分離装置の効率、タ

ーゲットによる生成率の増大を考慮すると、最終的には１０００倍程度の収量を増大させることを目指

している。 
こうした研究と平行して、重元素化学研究に関するワークショップ等を化学研究者と合同で数次に渡

り開催し、新領域の研究に備えている。 
以上の進捗状況を踏まえると、本研究課題は、研究費の使用状況を含め、順調に実施されているとい

える。 
 

 


